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第６節 輸入申告（沖縄特免制度）関係手続 

 

システムを使用して、沖縄特免制度の適用を受ける貨物に係る輸入申告並びに関税、内国消費税及

び地方消費税の納税申告並びにＢＰ承認申請（以下この節において「輸入申告」という。）を行う場合

は、この節の定めるところによる。 

 

１ 輸入申告事項の登録 

(1) 輸入申告事項の登録 

輸入申告を行う者又はその代理人である通関業者（以下この節において「通関業者等」という。）

は、「輸入申告（沖縄特免制度）」業務（業務コード：ＯＴＣ）を実施する前に、「輸入申告事項登

録（沖縄特免制度）」業務（業務コード：ＯＴＡ）を利用して、次の事項を入力し送信することに

より、輸入申告事項をシステムに登録する。 

なお、輸入申告事項の登録と併せて輸入申告を行う場合は、「処理識別」欄に「Ｃ」（輸入申告

の事項登録を行うと同時に輸入申告を行う場合）を入力する。 

項

番 

項目名 

（入力画面） 
内 容 

１ 輸入申告番号 

（「申告番号」欄） 

入力不可。 

２ 処理識別 

（「処理識別」欄） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

輸入申告の事項登録を行う場合 （入力しない。） 

輸入申告の事項登録を行うと同時に

輸入申告を行う場合 
Ｃ 

税額の照会を行う場合 Ｉ 
 

３ あて先官署コード 

（「あて先官署」欄） 

(1) 「保税地域＊」欄への入力内容に基づき当該蔵置場を管轄する

税関官署の税関官署コード（「業務コード集」参照）がシステム

により自動的に出力される。 

(2) 税関の指示により、自動的に出力された税関官署以外の税関官

署に輸入申告先を変更する場合は、輸入申告先官署の税関官署コ

ード（「業務コード集」参照）を入力する。 

４ あて先部門コード 

（「提出先」欄） 

税関の指示により、システムにより自動的に出力された部門以外

の部門に変更する場合は、輸入申告先部門を部門コードで入力する。 

５ 旅客氏名（輸入者名） 

（「旅客者」欄） 

輸入者の氏名を入力する。 

６ 旅客郵便番号（輸入者郵

便番号） 

（「住所」欄上段左） 

輸入者の郵便番号を入力する。 

以下７から 11までの項目の具体的な入力方法についてはこの章第１節別紙６(住所の入力方法)を参

照すること。 



１－６－２ 

 

 

項

番 

項目名 

（入力画面） 
内 容 

７ 旅客住所１（都道府県） 

（「住所」欄上段中） 

輸入者の住所（都道府県）を入力する。 

８ 旅客住所２（市区町村

（行政区名）） 

（「住所」欄上段右） 

(1) 輸入者の住所（市区町村（行政区名））を入力する。 

(2) 輸入者の住所（市区町村（行政区名））を全て入力することが

できない場合は、「住所」欄中段に続けて入力する。 

９ 旅客住所３（町域名・番

地） 

（「住所」欄中段） 

(1) 輸入者の住所（町域名及び番地）を入力する。 

(2) 「住所」欄上段右のみでは輸入者の住所（市区町村（行政区名））

を全て入力することができない場合は、本欄に続けて入力する。 

(3) 輸入者の住所（町域名及び番地）を全て入力することができな

い場合は、「住所」欄下段に続けて入力する。 

10 旅客住所４（ビル名ほ

か） 

（「住所」欄下段） 

(1) 輸入者の住所（ビル名等）を入力する。 

(2) 「住所」欄中段のみでは輸出入者の住所（町域名及び番地）を

全て入力することができない場合は、本欄に続けて入力する。 

11 搭乗航空会社名 

（「搭乗航空会社」欄） 

輸入者が航空機に搭乗する場合は、航空機の航空会社名を必須入

力する。 

また、船舶に搭乗する場合は、船舶用コード「SHIP」又は「SHP」

を必須入力する。 

12 搭乗便名 

（「搭乗便名」欄） 

輸入者が航空機に搭乗する場合は、航空機の便名を必須入力する。 

また、船舶に搭乗する場合は、船舶用コード「99999」又は「999」

を必須入力する。 

13 通関予定蔵置場コード

（「保税地域＊」欄） 

通関予定の保税地域を保税地域コード（「業務コード集」参照）

で必須入力する。 

14 納付方法識別 

（「納付方法識別」欄） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

ＭＰＮ利用 Ｍ 

リアルタイム口座振替 Ｒ 

直納 （入力しない。） 
 

15 口座番号 

（「口座番号」欄） 

リアルタイム口座振替により納付する場合は、銀行識別コード

（「業務コード集」参照）＋支店番号＋口座番号を必須入力する。 

16 ＢＰ申請事由コード 

（「ＢＰ申請事由」欄） 

(1) ＢＰ承認申請の場合は、ＢＰ承認申請事由コード（「業務コード

集」参照）を入力する。 

(2) リアルタイム口座振替が利用できない時間帯に「９Ｘ」（その他

やむを得ない理由があると認める場合（自動処理））を使用してＢ

Ｐ承認申請を行うことにより、ＢＰ承認後最初に到来する午前 11

時 00 分以降に輸入許可に係る輸入申告審査終了業務がシステム

により自動起動する（行政機関の休日を除く。）。 

なお、それまでに輸入許可を受ける場合は、「輸入申告（沖縄特
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項

番 

項目名 

（入力画面） 
内 容 

免）変更事項登録」業務（業務コード：ＯＴＡ０１）を利用して、

このコードの使用を取り止める訂正を行う必要がある。 

17 担保登録番号 

（「担保番号」欄） 

ＢＰ承認申請をする場合であって、据置担保を利用する場合は、

据置担保の担保登録番号を入力する。 

（注）担保登録番号とは、税関手続関連（共通編）-共通手続-第３

章第５節２（システムによる担保提供手続）又は３（書面によ

る担保提供手続き）に定める担保の登録によって交付される「担

保登録票」（出力情報コード：ＣＡＦ３０２１）の「担保登録番

号」欄に出力された番号をいう。 

18 関税免除済購入額 

（「関税免除済額」欄） 

複数の輸入申告（１回の出域に限る。）を行う場合に、既に関税

を免除された購入額の合計を入力する。 

19 記事（税関用） 

（「記事（税関用）」欄） 

(1) 税関における審査に必要となる事項を入力する。 

(2) 輸入者がシステムに登録された航空便を利用することなく、沖

縄県から出域する場合は、搭乗する航空機の航空会社名及び便名

を入力する。 

(3) 輸入者が船舶を利用して沖縄県から出域する場合は、搭乗する

船舶の船会社名及び船名を入力する。 

(4) 漢字及びかなで入力することもできる。 

20 記事（販売店用） 

（「記事（販売店用）」

欄） 

(1) 書類作成者、関係書類の整理番号等、通関業者等が必要とする

事項を入力する。 

(2) 漢字及びかなで入力することもできる。 

21 記事（その他） 

（「記事（その他）」欄） 

(1) その他必要な事項を入力する。 

(2) 漢字及びかなで入力することもできる。 

22 社内整理用番号 

（「社内整理番号」欄） 

自社で付与する任意の番号を入力する。 

以下 23 から 38 までの項目は、最大 50 欄まで繰り返し入力することができる。 

23 関税課税対象識別 

（「関税課税対象」欄） 

関税が課される場合は、「Ｙ」を入力する。 

24 商品管理コード 

（「商品管理」欄） 

商品管理コードを入力する。 

25 品名 

（「品名」欄） 

(1) 「商品管理」欄を入力した場合は、当該商品管理コードの品名

がシステムにより自動補完される。 

(2) 「商品管理」欄を入力しなかった場合は、「品目番号」欄左に

入力した品目番号の品名がシステムにより自動補完される。 

26 販売価格（単価） 

（「販売単価＊」欄） 

販売価格（単価）を邦貨で必須入力する。 
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項

番 

項目名 

（入力画面） 
内 容 

27 販売数量 

（「販売数量＊」欄） 

販売数量を必須入力する。 

28 品目コード 

（「品目番号」欄左） 

(1) 「商品管理」欄を入力した場合は、当該商品管理コードの品目

コードがシステムにより自動補完される。 

(2) 「商品管理」欄を入力しなかった場合は、該当する実行関税率

表の品目コード（９桁）を必須入力する。 

なお、実行関税率表の「ＮＡＣＣＳ用」欄に「†」、「†１」

等が記載されている場合は、ＮＡＣＣＳ用品目コード（輸入）（「業

務コード集」参照）又は実行関税率表附表を参照し、番号の９桁

目までを入力する。 

29 ＮＡＣＣＳ用コード 

（「品目番号」欄右） 

(1) 「商品管理」欄を入力した場合は、当該商品管理コードのＮＡ

ＣＣＳ用コードがシステムにより自動補完される。 

(2) 「商品管理」欄を入力しなかった場合は、ＮＡＣＣＳ用コード

（１桁）を入力する。 

なお、実行関税率表の「ＮＡＣＣＳ用」欄に「†」、「†１」

等記載されている場合は、ＮＡＣＣＳ用品目コード（輸入）（「業

務コード集」参照）又は実行関税率表附表を参照し、番号の 10 桁

目を入力する。 

（注）98 類及び 99 類の品目コード並びに次のコードは入力不可。 

Ｘ：「関税率表等の分類の特例扱いについて」の限定により少

額品目を一括して申告する場合（少額合算貨物） 

Ｙ：再輸入の場合 

Ｅ：統計基本通達 21－２（普通貿易統計計上除外貨物）に規

定する貨物に該当する場合 

30 原産地コード 

（「原産地」欄左） 

(1) 「商品管理」欄を入力した場合は、当該商品管理コードの原産

地コードがシステムにより自動補完される。 

(2) 「商品管理」欄を入力しなかった場合は、当該貨物に係る原産

地を国名コード（「業務コード集」）参照）で入力する。ただし、

「関税課税対象」欄に「Ｙ」を入力した場合は、「ＪＰ」（日本）

は入力不可。 

31 原産地証明書識別 

（「原産地」欄右） 

(1) 「商品管理」欄を入力した場合は、当該商品管理コードの原産

地証明書区分がシステムにより自動補完される。 

(2) 「商品管理」欄を入力しなかった場合は、原産地証明書識別コ

ード（「業務コード集」参照）を入力する。 

（注） 

① 本項目に「Ｒ」（貨物、インボイス等により原産地が確認でき

る貨物）又は「Ｎ」（原産地が確認できない貨物）の一桁を入

力することにより、本業務の実施時に「ＷＫＯＲ」又は「ＷＫ

ＯＮ」がシステムにより自動的に出力される。 
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項

番 

項目名 

（入力画面） 
内 容 

② 「原産地」欄左に「ＪＰ」（日本）を入力した場合は、「ＷＫＯ

Ｒ」又は「Ｒ」を入力する。 

32 ＩＮＮ等対象識別 

（「ＩＮＮ等対象」欄） 

入力不可。 

33 数量（１） 

（「数量（１）」欄左） 

(1) 関税に従量税若しくは選択税率が適用される品目又は内国消費

税等に従量税が適用される品目の場合は、課税標準となる数量等

を入力する。 

なお、第１数量等と第２数量等の入力順は特定されない。 

(2) 小数点以下第２位まで入力することができる。 

34 数量単位コード（１） 

（「数量（１）」欄右） 

「数量（１）」欄左に入力した数量の単位を通関用数量換算単位

コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

35 数量（２） 

（「数量（２）」欄左） 

「数量（１）」欄左に準じて入力する。 

36 数量単位コード（２） 

（「数量（２）」欄右） 

「数量（１）」欄右に準じて入力する。 

37 課税価格 

（「課税価格」欄） 

システムによる自動計算によらず、手計算により課税価格を算出

した場合は、当該課税価格を邦貨で入力する。 

38 の項目は、最大２欄まで繰り返し入力することができる。 

38 内国消費税等種別コー

ド（「内国消費税等種別

（１）～（２）」欄） 

納付すべき消費税、地方消費税、酒税、たばこ税及びたばこ特別

税又は特殊関税がある場合は、内国消費税等種別コード（「業務コ

ード集」参照）を入力する。 

（注）納付すべき地方消費税がある場合であっても、消費税に係る

内国消費税等種別コードを入力することによりシステムにより自

動計算されることから、地方消費税に係る内国消費税等種別コー

ドの入力は要しない。 

 

(2) 出力情報 

前記(1)（輸入申告事項の登録）により、輸入申告事項がシステムに登録された場合は、通関業者

等に「輸入申告入力控（沖縄特免制度）情報」（出力情報コード：ＳＡＤ４０１１）が配信される。 

 

２ 輸入申告事項の訂正 

(1) 輸入申告事項の訂正 

前記１（輸入申告事項の登録）により輸入申告事項を登録した通関業者等が、システムに登録

した輸入申告事項を「輸入申告（沖縄特免制度）」業務（業務コード：ＯＴＣ）による輸入申告前

に訂正する場合は、次による。 

イ 呼出しによらない方法 

「輸入申告事項登録（沖縄特免制度）」業務（業務コード：ＯＴＡ）」を利用して、輸入申告
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番号、輸入申告事項登録の際に登録した事項及び訂正を必要とする事項を入力し送信する。 

ロ 呼出しによる方法 

「輸入申告事項呼出し（沖縄特免制度）業務」（業務コード：ＯＴＢ）」を利用して、輸入申

告番号を入力し送信することにより、システムに登録されている輸入申告事項の内容が、「輸入

申告事項登録（沖縄特免制度）情報」(出力情報コード：ＳＡＤ４１５１)として応答画面に出

力されることから、出力された内容を確認の上、追加又は訂正を必要とする事項を上書き入力

し送信する。 

 

(2) 出力情報 

前記(1)（輸入申告事項の訂正）により、輸入申告事項を訂正した場合は、通関業者等に前記１

(2)（出力情報）の情報が配信される。 

 

３ 輸入申告 

(1) 輸入申告 

前記１（輸入申告事項の登録）により輸入申告事項を登録した通関業者等は、当該登録（前記

２（輸入申告事項の訂正）により訂正した場合は、当該訂正）による応答画面の出力内容又は前

記１(2)（出力情報）で配信された「輸入申告入力控（沖縄特免制度）情報」（出力情報コード：

ＳＡＤ４０１１）を利用して申告の内容を審査の上、次により輸入申告をシステムに登録する。 

輸入申告の登録は審査を行った通関士が行うが、税関手続関連（共通編）-共通手続-第２章第

20 節（通関士審査結果の登録）により、申告内容について事前に通関士の審査を受けた旨がシス

テムに登録されている場合は、通関士以外の者が登録することもできる。 

イ 「輸入申告（沖縄特免制度）」業務（業務コード：ＯＴＣ）を利用する方法 

「輸入申告（沖縄特免制度）」業務（業務コード：ＯＴＣ）を利用して、「輸入申告番号＊」

欄を入力し送信する。 

ロ 「輸入申告事項の登録（沖縄特免制度）」業務（業務コード：ＯＴＡ）の応答画面を利用する

方法 

前記１（輸入申告事項の登録）（前記２（輸入申告事項の訂正））により訂正した場合は、当

該訂正）により輸入申告事項をシステムに登録した場合は、登録した内容が「輸入申告入力控(沖

縄特免制度)情報」（出力情報コード：ＳＡＤ４０１１）として応答画面に出力されることから、

出力された内容を確認の上、送信する。 

なお、前記１(1)（輸入申告事項の登録）において、「処理識別」欄に「Ｃ」（輸入申告の事項

登録を行うと同時に輸入申告を行う場合）を入力し、送信することで、輸入申告事項の登録と

同時に輸入申告が行われる。 

 

(2) 輸入申告の受理及び通知 

前記(1)（輸入申告の登録）により、輸入申告が受理された場合は、次の情報がそれぞれ配信さ

れる。 

イ 次のいずれかに該当する場合。 

(ｲ) 無税品又は免税品である場合。 

(ﾛ) 有税品について、リアルタイム口座振替により関税等を納付し輸入許可された場合。 
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(ﾊ) 有税品について、ＢＰ承認された場合。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

輸入許可通知兼申告控

（沖縄特免制度）情報 

ＳＡＤ４０７１ (ｲ)又は(ﾛ)について、輸入許可さ

れた場合。 

通 関 業 者

等 

輸入許可前貨物引取承認

通知兼申請控（沖縄特免

制度）情報 

ＳＡＤ４０８１ (ﾊ)について、ＢＰ承認された場

合。 

通 関 業 者

等 

許可・承認貨物（沖縄特

免制度）情報 

ＳＡＤ４１３１ (ｲ)若しくは(ﾛ)について、輸入許

可された場合又は(ﾊ)について、ＢＰ

承認された場合。 

通 関 蔵 置

場 

税関（通関

担当部門） 

輸入許可通知（沖縄特免

制度）情報 

ＳＡＤ４１１１ (ﾊ)について、ＢＰ承認後、輸入許

可された場合。 

通 関 業 者

等 

ロ 次のいずれかに該当する場合。 

(ｲ) 有税品のリアルタイム口座振替において口座引落とし残高が不足していた場合。 

(ﾛ) 有税品のＢＰ承認申請において担保残高が不足していた場合。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

口座使用不可通知情報 ＳＡＦ０２１１ (ｲ)の場合。 

 

通関業者等 

 輸入申告控（沖縄特免制度）情報 ＳＡＤ４０３１ 

担保不足通知情報 ＳＡＦ０２２１ (ﾛ)の場合。 

輸入許可前貨物引取承認申請控

（沖縄特免制度）情報 

ＳＡＤ４０４１ 

ハ 有税品について、直納又はＭＰＮ利用により納付する場合。 

出力情報 出力情報コード 申告条件 配信先 

輸入申告控（沖縄特免制度）情報 ＳＡＤ４０３１ なし。 通関業者等 

 納付書情報（直納） ＳＡＦ００１０ 直納の場合。 

納付番号通知情報 ＳＡＦ００２１ ＭＰＮ利用の場合。 通関業者等 

輸入者 

輸入許可通知（沖縄特免制度）情

報 

ＳＡＤ４１１１ 納付により輸入許可さ

れた場合。 

通関業者等 

許可・承認貨物（沖縄特免制度）

情報 

ＳＡＤ４１３１ 納付により輸入許可さ

れた場合。 

通関蔵置場 

税関（通関

担当部門） 

 

４ 輸入申告変更事項の登録 

前記３(1)（輸入申告の登録）により輸入申告を登録した通関業者等が、当該登録後、当該申告に

係る輸入許可までの間（税額に関する事項を変更する場合は、変更前における関税等の納付（リア

ルタイム口座振替方式による納税の場合にあっては、口座からの引落とし）までの間）に、関税法
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第７条の 14 第２項（修正申告）又は同法第７条の 16 第４項ただし書（更正及び決定）の規定に基

づき申告内容を変更する場合又はその他申告内容に誤りがあるため変更を必要とする場合は、あら

かじめ輸入申告を行った税関（通関担当部門）の了承を得た上で、後記(1)（輸入申告変更事項の登

録）により、輸入申告に係る変更事項を登録する。 

なお、登録した変更事項については、「輸入申告変更（沖縄特免制度）」業務（業務コード：ＯＴ

Ｅ）を実施するまでの間、後記（1）（輸入申告変更事項の登録）により訂正することができる。 

ただし、「保税地域」欄、「あて先官署」欄及び「あて先部門」欄については変更できない（「保税

地域欄」については同一官署内は訂正可）ことから、当該輸入申告を前節３（輸入申告等の撤回）

により撤回し、改めて輸入申告を行うこととなることから留意すること。 

なお、変更の登録は、最大９回までシステムを使用して行うことができるが、９回を超える変更

については、前節４（輸入申告等の手作業移行）に準ずる。この場合は、「輸入（納税）申告書」（税

関様式Ｃ第５０２０号）とあるのは、「輸入（納税）申告書（関税（内国消費税兼用）納期限延長（個

別）承認申請書兼用）」（税関様式Ｐ第９６１０号）と読み替える。 

また、納税方式を訂正する場合は、税関手続関連（共通編）-共通手続-第３章第１節７（納税方

式等の変更）による。 

 

(1) 輸入申告変更事項の登録 

イ 呼出しによらない方法 

「輸入申告変更事項登録（沖縄特免制度）」業務（業務コード：ＯＴＡ０１）を利用して、輸

入申告番号、申告事項及び変更を必要とする事項を入力し送信する。 

ロ 呼出しによる方法 

「輸入申告変更事項呼出し（沖縄特免制度）」業務（業務コード：ＯＴＤ）を利用して、輸入

申告番号を入力し送信することにより、システムに登録されている輸入申告の内容が、「輸入申

告変更事項登録（沖縄特免制度）」（出力情報コード：ＳＡＤ４１６１）として応答画面に出力

されることから、出力された内容を確認して、訂正を必要とする事項を上書き入力し送信する。 

 

(2) 出力情報 

前記(1)(輸入申告事項の変更)により、輸入申告等変更事項がシステムに登録された場合は、通

関業者等に「輸入申告等変更入力控(沖縄特免制度)情報」（出力情報コード：ＳＡＤ４０２１）が

配信される。 

 

５ 輸入申告変更 

(1) 輸入申告変更 

前記４（輸入申告変更事項の登録）により輸入申告変更事項を登録した通関業者等は、当該変

更事項登録の応答画面の出力内容又は前記４(2)(出力情報)で配信された出力情報を利用して申

告変更の内容を審査の上、次により輸入申告を変更する。 

輸入申告変更の登録は審査を行った通関士が行うが、税関手続関連（共通編）-共通手続-第２

章第 20 節（通関士審査結果の登録）により、申告内容について事前に通関士の審査を受けた旨が

システムに登録されている場合は、通関士以外の者が登録することもできる。 

イ 「輸入申告変更（沖縄特免制度）」業務（業務コード：ＯＴＥ）を利用する方法 
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「輸入申告変更（沖縄特免制度）」業務（業務コード：ＯＴＥ）を利用して、輸入申告番号を

必須入力し送信する。 

ロ 「輸入申告変更事項登録（沖縄特免制度）」業務（業務コード：ＯＴＡ０１）の応答画面を利

用する方法 

前記４（輸入申告事項の変更）（前記５（輸入申告変更事項の再変更）により訂正した場合は、

当該訂正）により輸入申告変更事項をシステムに登録した場合は、変更事項の内容が「輸入申

告等変更入力控（沖縄特免制度）情報」（出力情報コード：ＳＡＤ４０２１）として応答画面に

出力されることから、出力された内容を確認の上、送信する。 

 

(2) 輸入申告変更の受理及び通知 

前記(1)（輸入申告変更）により、輸入申告変更が受理された場合は、次の情報がそれぞれ配信

される。 

イ 次のいずれかに該当する場合。 

(ｲ) 無税品又は免税品である場合。 

(ﾛ) 有税品について、リアルタイム口座振替により納付し許可された場合。 

(ﾊ) 有税品について、ＢＰ承認申請し承認された場合。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

輸入許可通知兼申告変

更控（沖縄特免制度）

情報 

ＳＡＤ４０９１ 輸入許可された場合。 通関業者等 

輸入許可前貨物引取承

認通知兼申請変更控

（沖縄特免制度）情報 

ＳＡＤ４１０１ ＢＰ承認された場合。 通関業者等 

許可・承認貨物（沖縄

特免制度）情報 

ＳＡＤ４１３１ 輸入許可又はＢＰ承認された場合。 通関蔵置場 

税関（通関

担当部門） 

輸入許可通知（沖縄特

免制度）情報 

ＳＡＤ４１１１ ＢＰ承認後、輸入許可された場合。 通関業者等 

ロ 次のいずれかに該当する場合。 

(ｲ) 有税品のリアルタイム口座振替において口座引落とし残高が不足していた場合。 

(ﾛ) 有税品のＢＰ承認申請において担保残高が不足していた場合。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

口座使用不可通知情報 ＳＡＦ０２１１ (ｲ)の場合。 通 関 業 者

等 

 輸入申告変更控（沖縄特免制度）

情報 

ＳＡＤ４０５１ (ｲ)の場合。 

担保不足通知情報 ＳＡＦ０２２１ (ﾛ)の場合。 

輸入許可前貨物引取承認申請変

更控（沖縄特免制度）情報 

ＳＡＤ４０６１ (ﾛ)の場合。 
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ハ 有税品について、直納又はＭＰＮ利用により納付する場合。 

出力情報 出力情報コード 申告条件 配信先 

輸入申告変更控（沖縄特免制度）

情報 

ＳＡＤ４０５１ なし。 通関業者等 

 

納付書情報（直納） ＳＡＦ００１０ 直納の場合。 

納付番号通知情報 ＳＡＦ００２１ ＭＰＮ利用の場合。 通関業者等 

輸入者 

輸入許可通知（沖縄特免制度）情

報 

ＳＡＤ４１１１ 納付により輸入許可され

た場合。 

通関業者等 

許可・承認貨物（沖縄特免制度）

情報 

ＳＡＤ４１３１ 納付により輸入許可され

た場合。 

通関蔵置場 

税関（通関

担当部門） 

 

６ 関税額等の照会 

輸入申告の前に、関税額及び内国消費税額を照会する場合は、「輸入申告事項登録（沖縄特免制度）」

業務(業務コード：ＯＴＡ)を利用して、「処理識別」欄に「Ｉ」（税額の照会を行う場合）を入力し、

その他の項目については前記１(1)（輸入申告事項の登録）に準じて入力し送信することにより、照

会対象の関税額及び内国消費税額について算出された結果が、応答画面に出力される。 


